
地震発生時の心得

まずわが身の安全を図る
地震が発生したら、 まず丈夫なテーブル、 机などの下に身を隠して、 しばらく 様子を見る。

すばやく 火の始末
大地震で最も恐ろしいのは火災。 地震を感じたら落ち着いて、 冷静に、 すばやく 火の始末
（ 給湯室のガス栓を締める）

火が出たらまず消火
万一出火した場合には、 初期のう ちに火を消すことが大切。 周囲に声をかけあい皆で
協力して初期消火に努める。

あわてて外に飛び出ない
屋外は瓦やブロッ ク塀、 ガラスの飛散など危険がいっぱい。 揺れが収まったら外の様子を
見て、 落ち着いて行動する。
避難用に自動ド アや窓を開けておく 。
（ 外へ出るときは、 ヘルメ ッ ト や頭巾などをかぶって出る）

危険な場所に近寄らない
狭い道路、 塀ぎわ、 老朽化建物・ ガラス張建物の傍らなど、 危険な場所にいるときは急い
で離れる。

がけ崩れ、 津波などに注意
がけ崩れや津波などの危険区域では、 すばやく 安全な場所に避難する。

正しい情報で行動する
テレビやラジオ、 防災機関からの情報で行動し 、 デマに惑わされないよう 注意する。

人の集まる場所では冷静な行動を
あわてて出口や階段に殺到せず、 係員の指示に従う 。

避難は徒歩で、 持ち物は最小限に
避難は自動車、 自転車は使わず徒歩で。 また身軽に行動できるよう 荷物は必要最小
限にとどめ、 背負う などして両手をあける。

避難は徒歩で、 持ち物は最小限に
カーラジオの情報に注意し 、 勝手な走行はしない。 また、 走行できない場合は左に寄せ
て停車し 、 エンジンを止める。 車を離れて避難する時は、 キーはつけたままで、 ド アロッ ク
もしない。 車検証などの貴重品を忘れずに持ち出して徒歩で避難する。
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災害時等連絡先

情報 機関 入手先（ 機関名） 電話番号

行政情報

消防

木更津消防署　 消防総務課 ０４３８－２３－９１８２

君津消防署 ０４３９－５３－１９０８

富津消防署　 総務課 ０４３９－６５－４９０２

若葉消防署 ０４３－２３７－７９９８

警察

木更津警察署 ０４３８－２２－０１１０

君津警察署 ０４３９－５４－０１１０

富津警察署 ０４３９－６６－０１１０

千葉東警察署 ０４３－２３３－０１１０

市

木更津市役所 ０４３８－２３－７１１１

防災情報テレホンサービス ０１２０－１０７６６２

君津市役所　 総務部危機管理課 ０４３９－５６－１２９０

富津市役所　 総務防災課 ０４３９－８０－１２２２ 

千葉市役所　 危機管理課 ０４３－２４５－５１５１

県 千葉県　 防災危機管理課 ０４３－２２３－２１７６
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